
第１０次大河原町交通安全計画 
 

（平成２８年度～平成３２年度） 

 

～交通事故のない社会をめざして～ 

 

 

 

 

基本目標 
 

   ○高齢者と子どもの安全確保。 

  ○歩行者と自転車の交通事故防止。 

○反射材の活用による夜間の交通事故防止。 

○若年運転者と高齢運転者の交通事故防止。 

○歩行中や自転車乗車中の「ながらスマホ」の禁止。 

 

 

 

 

 
 

大 河 原 町 

 



ま え が き 

  

昭和２０年代後半から４０年代半ばまで、道路交通事故の死傷者数が著しく増加したこと

により、交通安全の確保が大きな社会問題となり、交通安全対策の総合的かつ計画的な推

進を図るため、昭和４５年６月、交通安全対策基本法（昭和４５年法律第１１０号）が制

定された。 

 これに基づき、昭和４６年度以降、国において５年毎の交通安全基本計画を作成し、国、

地方公共団体、関係民間団体等が一体となって、交通安全対策を推進してきた。 

 その結果、全国では昭和４５年に１万６，７６５人が道路交通事故で死亡し「交通戦争」

と呼ばれた時期と比較すると、平成１４年中の死者数は８，３２６人と半減するに至り、

さらに２１年中の死者数は５７年ぶりに５，０００人を下回り、２７年には４，１１７人

にまで減少した。 

 宮城県では、昭和４７年に過去最高の死者数２９５人を記録したが、その後昭和５４年

に初めて１４８人と半減し、平成２０年には昭和３２年以来５２年ぶりに二桁となる９５

人まで減少した。第９次宮城県交通安全計画の最終年である平成２７年中の死者数は６６

人となり、平成２７年までに死者数を６０人以下とする目標を達成することはできなかっ

たものの、昭和２５年以降２番目に少ない死者数となった。 

 本町においては、死者数が平成２年に５人を記録し、その後は減少傾向にあったものの、

平成２０年に４名が亡くなり「交通死亡事故多発非常事態」を宣言した。以後、死者数は

年間０～４人で推移してきたが、平成２７年中は死者数が０人となり平成２８年７月で死

亡事故ゼロ１年と５００日を達成した。このように、関係機関・団体のみならず町民を挙

げた永年にわたる努力の成果により死者数及び事故件数は減少傾向にあるとはいえ、交通

事故の減少は町民一人ひとりが全力を挙げて取り組まなければならない緊急かつ重要な課

題であり、人命尊重の理念の下に、交通事故のない社会を目指して、交通安全対策全般に

わたる総合的かつ長期的な施策の大綱を定め、これに基づいて諸施策を強力に推進してい

かなければならない。 

 この交通安全計画はこのような観点から、交通安全対策基本法第２６条第１項の規定に

基づき、平成２８年度から３２年度までの５年間に講ずべき本町の施策の大綱を定めるも

のであり、この計画に基づき町の交通安全に関する施策を具体的に定め、これを強力に推

進するものとする。 
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